
























経精神科を受診した824例のうち、 Diagnostic8tatistical Manual of Mental Disorder，4th Editionの
















した824W1jのうち、 DiagnosticStatistical Manual of Mental Disorder，4th ~~djtionの診断基準でanor







Ealing Attitudcs TcstとEatingDisordcr IlJvcntoryの結果や、 SladeのAnorexicBehavior 8<ュaleの
結果についても 1項目を除き、両群聞に統計的有意差を認めなかった。
本研究の結果は、摂食に対する行動や態皮、心理的特徴について、若年発症と青年期発症の患者で異なら
ないことを示唆するものであり、今後ますます右年発症の増加が危恨されると考えられた。
以上の研究は、若年発症の摂食障害患者の臨床像を解明したものであり、今後この領域の研究に寄与する
点は少なくないと考えられる。よ勺てみ;研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。
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